事例 １.２－３  環境経営に関する役割分担
	▼環境経営に関する組織（組織の責任者）の役割、責任及び権限

	部門
	責任者
	　
	役割、責任及び権限

	社長（最高経営層）
	1
	最高責任者

	経営層は社長、工場長など組織の最高責任者であるが、複数でも可
	2
	環境方針の制定、環境目的・目標の承認

	
	3
	環境マネジメントマニュアルの承認

	
	4
	環境マネジメントシステムの見直し

	
	5
	環境管理責任者の任命、内部環境監査員の任命

	
	6
	経営資源の準備

	経営会議
	1
	環境方針の制定、環境目的・目標の審議

	最高審議機関として、環境経営に関する事項を審議する。
	2
	環境マネジメントマニュアルの審議

	
	3
	環境マネジメントシステムの見直しに関する審議

	
	4
	その他環境経営に関する重要事項の審議

	管理責任者
	1
	環境マネジメントシステムの確立、実施、維持（改善を含む）

	マネジメントシステムの構築、維持に全責任を持たなければいけないが、目的目標の決定や達成の責任を持つ必要ははない。

複数でも可
	2
	全社に関わる文書類の文書化、維持及び周知徹底

	
	3
	経営者への環境マネジメントシステムの実績の報告

	
	4
	マネジメントレビューの実施とレビュー結果の推進

	
	5
	環境目的・目標一覧表の作成

	
	6
	部門別環境目的・目標・プログラムの承認及び実績の承認

	
	7
	事務局業務統括

	
	8
	環境パフォーマンスの実績管理（目的・目標の管理ではない）

	事務局
	1
	EMSの立案、運用、見直しについて管理責任者の全般的補佐

	管理責任者の仕事の支援であり、所属部の仕事は、部員として実施
	2
	組織全体に関するEMS文書の作成

	
	3
	組織全体に関するEMS文書（記録を含む）の維持管理

	
	4
	組織全体に関するEMS文書（含む記録）の配付・保管・廃棄

	事務部門
	1
	法的及びその他の要求事項一覧表のまとめ
（特定は関連する部門に割り当てるのが望ましい）

	（スタッフ部門）
	
	

	生産やサービス部門に対してサポート業務（人事、企画、総務、法務、教育などのサービス）を行う部門
	2
	法的届出、法順守の評価

	
	3
	教育・訓練計画の作成・維持（ただし、部門とのすり合わせが必要）

	
	4
	自部門の重点管理項目、目的・目標の立案

	
	5
	自部門の実施計画の作成及び進捗管理

	
	6
	自部門の教育・訓練の実施

	
	7
	環境プログラムの推進及び実績報告

	
	8
	廃棄物管理

	現業部門
	1
	自部門の重点管理項目、目的・目標の立案

	（ライン部門）
	2
	自部門の実施計画の作成及び進捗管理

	（生産やサービスに直接関わる部門）
	3
	自部門の教育・訓練の実施

	
	4
	環境プログラムの推進及び実績報告

	
	5
	協力会社の管理

	
	6
	グリーン購入の実施

	
	7
	化学物質、排水・排ガス等の管理

	内部監査委員会
	1
	環境マネジメントのために計画された取決め事項に適合しているか、
適切に実施されており、維持されているかを確認する。

	エコステージ１は内部監査はオプション。

内部でチェックする組織があると効果が出る。
	
	

	
	2
	問題（不適合）が有ればその原因追求を支援する

	
	3
	不適合に対する是正処置、予防処置の実施を確実にする。
（現場パトロールや委員会で活動状況を確認し、問題があれば是正を指示することも内部監査の一つであると考えても良い。）
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